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和
３
年
１
月

　

令
和
３
年
１
月
1010
日（
日
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白
浜
フ

日（
日
）に
白
浜
フ

ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
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に
て
開
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予
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だ
っ
た

ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
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に
て
開
催
予
定
だ
っ
た

「
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南
房
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市
成
人
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、
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型

「
令
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３
年
南
房
総
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成
人
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」は
、
新
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
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感
染
症
の
全
国
的
な
感
染

コ
ロ
ナ
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イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
感
染

状
況
を
鑑
み
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
し
ま

状
況
を
鑑
み
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
し
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
晴
れ
の
日
は
、

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
晴
れ
の
日
は
、

仲
間
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
恩
師
や
保

仲
間
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
恩
師
や
保

護
者
へ
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
、

護
者
へ
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
、

社
会
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
節
目
の

社
会
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
節
目
の

日
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

日
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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感
染
症
が
収
束

　

新
型
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
互
い
に

し
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
互
い
に

立
派
に
な
っ
た
姿
を
報
告
し
あ
え
る
日
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立
派
に
な
っ
た
姿
を
報
告
し
あ
え
る
日
が

く
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
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く
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
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ま
す
。

　

成
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迎
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し
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名
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成
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迎
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し
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３
７
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さ
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成
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新
成
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皆
さ
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ご
成
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と
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ざ
い
ま
す
。
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し
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こ
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で
深
い
愛
情

ざ
い
ま
す
。
そ
し
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こ
れ
ま
で
深
い
愛
情

を
も
っ
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育
て
て
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ご
家
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皆
様
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も
っ
て
育
て
て
こ
ら
れ
た
ご
家
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皆
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に
も
心
か
ら
お
祝
い
を
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し
上
げ
ま
す
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に
も
心
か
ら
お
祝
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を
申
し
上
げ
ま
す
。
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感
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感
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感
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３
年
南
房
総
市
成
人

不
本
意
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令
和
３
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南
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命
を
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で
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ざ
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ま
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の
皆
さ
ま
に

で
は
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ざ
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ま
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が
、
新
成
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皆
さ
ま
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お
会
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で
き
な
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は
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に
残
念
で
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お
会
い
で
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な
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当
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念
で
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ま
せ
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ま
せ
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影

響
で
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し

響
で
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
思
う
よ
う
に
学
校
に

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
思
う
よ
う
に
学
校
に

通
え
な
い
な
ど
、
不
安
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不
満
を
感
じ
た
こ

通
え
な
い
な
ど
、
不
安
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不
満
を
感
じ
た
こ

と
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
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若
い
皆
さ
ん

と
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
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。
若
い
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
自
分
の
将
来
を
見
通
す
こ
と

に
と
っ
て
は
、
自
分
の
将
来
を
見
通
す
こ
と

が
難
し
く
、
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は
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困
難
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難
し
く
、
今
は
、
大
変
に
困
難
な
時
代

で
あ
る
と
言
え
ま
す
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こ
の
よ
う
な
時
代
に

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に

成
人
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
試

成
人
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い
う
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目
を
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え
ら
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こ
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あ
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あ
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難

　

感
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止
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、
人
と
の
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な
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て
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は
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て
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し
、
外
国
と
の
往
来
が
難
し
い
状
況
に
あ
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し
、
外
国
と
の
往
来
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ

て
も
、
私
た
ち
は
世
界
中
の
人
と
会
話
し
、

て
も
、
私
た
ち
は
世
界
中
の
人
と
会
話
し
、

情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
向
け
て
の
準
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

に
向
け
て
の
準
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
私
た

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
私
た

ち
は
新
た
な
技
術
や
知
恵
を
も
っ
て
時
代

ち
は
新
た
な
技
術
や
知
恵
を
も
っ
て
時
代

を
切
り
開
き
、
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と

を
切
り
開
き
、
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
大
規
模

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
大
規
模

な
自
然
災
害
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世
界
的
な
経
済
変
動
な
ど
、

な
自
然
災
害
や
世
界
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な
経
済
変
動
な
ど
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も
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越
え
て
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ま
し
た
。

様
々
な
困
難
も
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え
て
き
ま
し
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私
た
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先
も
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な
困
難
な
時

私
た
ち
は
、
こ
の
先
も
ど
ん
な
困
難
な
時

代
が
来
よ
う
と
も
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が

代
が
来
よ
う
と
も
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
情
報
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま

　

ま
た
、
情
報
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
進
化
し
、
私
た
ち
の
未
来
に
様
々

す
ま
す
進
化
し
、
私
た
ち
の
未
来
に
様
々

な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

て
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
子
供
の
頃
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
技
術
で

は
、
子
供
の
頃
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
技
術
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
特
に
期
待
さ
れ

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
特
に
期
待
さ
れ

る
分
野
で
す
が
、
情
報
技
術
ば
か
り
で
は

る
分
野
で
す
が
、
情
報
技
術
ば
か
り
で
は

な
く
、
科
学
、
医
療
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な

な
く
、
科
学
、
医
療
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
様
々
な
場
面
で
、
皆
さ
ん
が
力
を
発

ど
、
様
々
な
場
面
で
、
皆
さ
ん
が
力
を
発

揮
し
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
を
切
り
開

揮
し
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
を
切
り
開

い
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
輝
く
未
来
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
輝
く
未
来
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
の
人
生
も
、
こ
の
国
も
、
そ
し
て
世
界

自
ら
の
人
生
も
、
こ
の
国
も
、
そ
し
て
世
界

も
、
未
来
は
皆
さ
ん
次
第
で
す
。
私
は
、

も
、
未
来
は
皆
さ
ん
次
第
で
す
。
私
は
、

ふ
る
さ
と
南
房
総
か
ら
皆
さ
ん
の
活
躍
を
心

ふ
る
さ
と
南
房
総
か
ら
皆
さ
ん
の
活
躍
を
心

か
ら
願
い
、
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

か
ら
願
い
、
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

も
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ん
の
人
生
が
幸
多
き
も
の

　

結
び
に
、
皆
さ
ん
の
人
生
が
幸
多
き
も
の

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
私

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
私

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

南
房
総
市
長　

石
井　

裕

　
　

南
房
総
市
長　

石
井　

裕

令
和
３
年
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

令
和
３
年
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
拡
大

令
和
３
年
南
房
総
市
成
人
式
は
中
止
に

令
和
３
年
南
房
総
市
成
人
式
は
中
止
に

生
ま
れ
た
年
の
で
き
ご
と

・
20
世
紀
最
後
の
年
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ
ー
ム

・
パ
ラ
パ
ラ
や
キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー
が
流
行

・
二
千
円
札
発
行

・�

シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
マ
ラ
ソ
ン
の
高
橋
尚
子

が
最
高
記
録
で
金

・�
初
の
南
北
朝
鮮
首
脳
会
談
開
催

・�
白
川
英
樹
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

・�

ロ
シ
ア
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン
氏
当
選

・�

第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議（
九
州
・
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
）が
開
催

・�

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始　

・�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｕ

Ｓ
Ｊ
）が
大
阪
市
に
オ
ー
プ
ン　
　

南
房
総
市
で
は�

・�

道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
で「
道
の
駅
と
み
う

ら
」が
最
優
秀
賞（
日
本
一
）に

・
富
山
町
民
体
育
大
会
が
40
回
の
記
念
大
会

・�

三
芳
村
が
全
国
町
村
会
で
千
葉
県
唯
一
の

「
優
良
町
村
」に
選
ば
れ
る

・�

長
尾
小
学
校（
白
浜
）創
立
30
周
年

・�

七
浦
小
学
校（
千
倉
）木
造
校
舎
改
築

・
丸
山
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

・
和
田
浦
駅
が「
関
東
の
駅
百
選
」に

令和３年 成人式 対象人数

男性 女性 計

富浦地区 21 人 28 人 49 人

富山地区 22 人 17 人 39 人

三芳地区 21 人 18 人 39 人

白浜地区 23 人 19 人 42 人

千倉地区 46 人 35 人 81 人

嶺南地区 45 人 42 人 87 人

合計 178 人 159 人 337 人
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２
０
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０
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、
猛
威
を
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っ
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２
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０
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、
猛
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を
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る
っ
た
新
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、「
令
和
３
年
南
房
総

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、「
令
和
３
年
南
房
総

市
成
人
式
」は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
て

市
成
人
式
」は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

方
々
が
成
人
を
迎
え
る
私
た
ち
の
た
め
に

方
々
が
成
人
を
迎
え
る
私
た
ち
の
た
め
に

盛
大
な
式
典
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

盛
大
な
式
典
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
成
人
を
代
表
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
成
人
を
代
表
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
成
人
を
迎
え
る
ま
で

　

ま
た
、
私
た
ち
が
成
人
を
迎
え
る
ま
で

ど
ん
な
時
で
も
温
か
く
見
守
り
、
支
え
、

ど
ん
な
時
で
も
温
か
く
見
守
り
、
支
え
、

そ
し
て
導
い
て
く
れ
た
家
族
や
学
校
の
先

そ
し
て
導
い
て
く
れ
た
家
族
や
学
校
の
先

生
方
、
地
域
の
皆
様
に
私
た
ち
が
無
事
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。
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部屋を分けましょう
◆個室にしましょう。
・食事や寝るときも別室としてください。
・�子どもがいる方や部屋数が少ない場合など、部
屋を分けられない場合には、少なくとも２メート
ル以上の距離を保ったり、仕切りやカーテンな
どを設置することをお薦めします。
・�寝るときは頭の位置を互い違いになるようにし
ましょう。

◆ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう。
・�トイレ、バスルームなど共有スペースの利用は、
最小限にしましょう。

マスクをつけましょう
◆ 使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでく

ださい。
◆ マスクの表面には触れないようにしてください。
　�マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで外
しましょう。

◆ マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗いましょ
う。（アルコール手指消毒でも可）
※�マスクが汚れたときは、すぐに新しい清潔なマ
スクと交換。
※�マスクがないときなどに咳やくしゃみをする際
は、ティッシュなどで口と鼻を覆う。

換気をしましょう
◆ 定期的に換気してください。共有スペースや他
の部屋も窓を開け放しにするなど換気しましょう。

汚れたリネン、衣服を洗濯する時は
◆ 体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手

袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で洗
濯し完全に乾かしてください 。（糞便からウイル
スが検出されることがあります。）

ゴミは密閉して捨てましょう
◆ 鼻をかんだティッシュはすぐにビニール袋に入

れ、室外に出すときは密閉して捨ててくださ
い。その後は直ちに石鹸で手を洗いましょう。

手で触れる共有部分を消毒しましょう
◆ 共用部分（ドアの取っ手、ノブ�、ベッド柵など）
は、薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤で拭い
た後、水拭きしましょう。
・物に付着したウイルスはしばらく生存します。
・�家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸
ナトリウムであることを確認し、使用量の目安に
従って薄めて使ってください。（目安となる濃度は
0.05％…製品の濃度が６％の場合、水３ℓに液
を25㎖）

◆ トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですす
ぎ、家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう。
・�タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通
常の洗濯や洗浄でかまいません。
・�感染者の使用したものを分けて洗う必要はあり
ません。

◆ 洗浄前のものを共用しないようにしてくださ
い。特にタオルは、トイレ、洗面所、キッチン
などでは共用しないように注意しましょう。

感染者のお世話は限られた方で
◆�心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、
免疫の低下した方、妊婦の方などが、感染者の
お世話をするのは避けてください。

こまめに手を洗いましょう
◆ こまめに石鹸で手を洗いましょう、アルコール

消毒をしましょう。洗っていない手で目や鼻、
口などを触らないようにしてください。

～ご家庭で新型コロナウイルス感染が疑われる場合～
注意していただきたい８つのポイント

ご本人は外出を避けてください。ご家族 、同居されている方も熱を測るなど、健康観察をし、不
要不急の外出は避け、特に咳や発熱などの症状があるときには、職場などに行かないでください。
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子どもの睡眠と成長ホルモン子どもの睡眠と成長ホルモン
～夜９時までに眠り、朝７時までに起きる～～夜９時までに眠り、朝７時までに起きる～

　睡眠は子どもの成長に大きくかかわっています。
３歳児健康診査状況からみると、南房総市では夜型
の傾向が進んでいることが伺えます。子どもの成長
には、食事や運動だけではなく、睡眠を意識した生
活リズムを整えることが大切です。夜９時までに眠
り、朝７時までに起きることが理想です。
　身体の成長や健康の維持には、『成長ホルモン』と呼
ばれるホルモンの働きが関与しています。『成長ホル
モン』は①免疫力の増強、②筋肉の発達、③骨を伸
ばす役割を担っています。睡眠時、とくに入眠直後
の深い眠り（ノンレム睡眠）の間に多く分泌されます。

◇朝起きたら太陽の光で体内時計をリセット
　朝強い光を浴びることで、体内時計をリセットしてくれ、脳と体を目覚めさせます。まずは、朝早く起きること
からはじめ、日中天気の良い日は外でたくさん遊ばせましょう。
◇ブルーライトを遮断し、灯りは暗く
　遅くまで、テレビ、ゲーム、スマホなどをしていると夜はなかなか眠れません。寝る前のテレビやスマホは避
け、部屋の明かりを消して静かな環境を整えましょう。
◇休日でもいつもと同じ時間に起床する
　休み前の夜更かし、眠れなかった分を補おうと休日に多く睡眠時間を確保すると、より生活リズムが崩れてしま
います。休日も平日と同じ時間に就寝・起床し、眠気がある場合は短時間の午睡を取り入れましょう。

睡眠の質を高めるために

　子どもの夜型化には大人の生活習慣が影響を与えています。大人の生活習慣を見直すことが大切です。大
人にとっても睡眠は重要です。睡眠不足は糖尿病や心筋梗塞などの生活習慣病や認知症のリスクを高めます。

0 20 40 60

22 時以降

子どもの就寝時間
(令和２年度３歳児健康診査から )

18.6％18.6％

52.0％52.0％

29.4％29.4％

21 時台

19 時～
20 時台

高血圧患者の40%に不眠があります。
また、30％に無呼吸症候群の症状があります。

交感神経緊張

食欲増進ホルモン↑
食欲抑制ホルモン↓

低酸素
動脈硬化

睡眠時間が短いと
肥満になりやすい

糖尿病の60%に不眠あり。不眠症では糖尿病リスクが1.5倍。

徹夜明けは
血糖上昇

頻尿・抗うつ
神経炎の痛み

悪化

悪化

高血圧

生活習慣病糖尿病 合併症

肥満

不眠・睡眠不足 睡眠時無呼吸症候群

不眠・睡眠不足と生活習慣病との悪循環不眠・睡眠不足と生活習慣病との悪循環
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地
域
の
健
康
づ
く
り
と
食
生
活
改
善
に

尽
力
し
た
と
し
て
、
市
保
健
推
進
員
協
議
会

が
地
区
組
織
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
。
ま
た
、
同
会
の
髙
梨
節
子
会
長
が

健
康
増
進
実
践
活
動
功
労
者
と
し
て
千
葉

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
臣
表
彰
の
受
賞
は
、
栄
養
改
善
や
食

生
活
改
善
事
業
の
普
及
向
上
な
ど
を
行
い
、

顕
著
な
成
果
を
あ
げ
、
他
の
模
範
と
な
る
活

動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
の
県
知
事
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
る

食
生
活
改
善
や
健
康
増
進
実
践
活
動
の
発

展
向
上
に
寄
与
し
、
顕
著
な
功
績
を
評
価

さ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
健
推
進
員
協
議
会
は「
幼
児
期
か
ら
の

食
育
」を
活
動
テ
ー
マ
に
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
中
学
校
と
連
携
し
、
対
象
者
に
合
っ

た
食
育
を
実
施
し
、
家
庭
に
向
け
た
食
か
ら

の
健
康
づ
く
り
の
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
成
人
に
は
減
塩
を
中
心
と
し

た
生
活
習
慣
病
予
防
、
高
齢
者
に
は
低
栄

養
予
防
や
健
康
づ
く
り
な
ど
を
視
野
に
入

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
・
千
葉

県
知
事
表
彰
を
受
賞

南
房
総
市
保
健
推
進
員
協
議
会

れ
た
食
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
市

民
の
食
生
活
改
善
向
上
や
健
康
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木　

利
惠　
（
千
倉
地
区
）

農
林
水
産
大
臣
表
彰

〇�

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス（
調
査
員
）

　

新
藤　

和
子　
（
千
倉
地
区
）

〇�

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス（
指
導
員
）

　

古
宮　

子　
（
和
田
地
区
）

千
葉
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

　

加
藤　

弘
子　
（
千
倉
地
区
）

　

加
瀨　

千
恵
子（
白
浜
地
区
）

　

石
井　

一
弘　
（
和
田
地
区
）

　

石
井　

一
枝　
（
千
倉
地
区
）

　

山
木　
　

栄　
（
富
山
地
区
）

　

統
計
調
査
は
、
社
会
の
動
き
を
正
確
に

は
か
る
た
め
の
重
要
な
も
の
で
す
。
統
計

調
査
へ
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
画
財
政
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

石井市長（中）へ受賞報告をした髙梨会長（左）
と渡邉副会長（右）

　

公
的
統
計
調
査
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が

特
に
顕
著
な
調
査
員
に
対
す
る
表
彰
に
つ
い

て
、
例
年
だ
と
１
月
に
千
葉
市
内
で
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
各
種
統
計
調
査
へ
の
真
摯

な
取
り
組
み
や
実
績
が
評
価
さ
れ
て
、
大
臣

表
彰
、
千
葉
県
統
計
協
会
長
表
彰
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

総
務
大
臣
表
彰

〇
労
働
力
調
査

令
和
二
年
度
統
計
功
労
者
表
彰

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
竹
内
区

（
富
山
地
区
）の
神
輿
を
改
修
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
地
域
の
祭
礼
を
安
全
に
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
後
も
祭
礼
を
核

と
し
た
地
域
の
文
化
や
愛
着
心
、
き
ず
な
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

竹
内
区
の
神
輿
を
改
修

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

改修した竹内区の神輿

今月の表紙

　和田町花園の｢抱湖園」
では、｢元朝桜」と呼ばれる
少し濃いめのピンク色を
した約60本の寒桜が咲き
始めています（1月末時点）。
旧暦元旦の朝に咲くことか
ら｢元朝桜｣と呼ばれるよう
になり、見ごろは２月末頃
までです。
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法
務
省
が
主
唱
す
る
第
70
回『
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
』の
千
葉
県
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
小
学
生
の
部
に
お
い
て
、
佐
久
間
成
琉

さ
ん（
嶺
南
小
５
年
）の「
あ
い
さ
つ
と
明
る

い
社
会
」が
千
葉
保
護
観
察
所
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日
常
の
家

庭
生
活
、
学
校
生
活
の
中
で
、
犯
罪
や
非

行
な
ど
に
関
し
て
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

や
体
験
し
た
こ
と
を
作
文
に
ま
と
め
、
本

運
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
さ
れ
、
本
年
度
は
千
葉
県

で
小
学
生
の
部
７
０
８
８
点
、
中
学
生
の

部
７
２
３
６
点
、
合
計
１
万
４
３
２
４
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
久
間
さ
ん
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

佐
久
間
成
琉
さ
ん（
嶺
南
小
５
年
）が

千
葉
保
護
観
察
所
長
賞
を
受
賞

第
70
回『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

　
　
　
　
　
千
葉
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

あ
い
さ
つ
と
明
る
い
社
会

　

ぼ
く
が
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

と
し
て
、
大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
、
地
い

き
の
人
と
あ
い
さ
つ
な
ど
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
き
ず
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
な
ど
を
通
じ
て
地
い
き
の
人

の
顔
を
覚
え
、
ま
た
、
ぼ
く
の
顔
を
覚
え

て
も
ら
い
、
な
に
か
あ
っ
た
時
に
は
、
協

力
し
あ
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
休
み
の
日
に
な
る
と
お
父
さ

ん
と
家
の
近
く
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
ま

す
。
そ
の
と
き
、
す
れ
ち
が
っ
た
人
や
、

畑
で
作
業
し
て
い
る
人
が
、

「
こ
ん
に
ち
は
。」

「
何
年
生
に
な
っ
た
の
？
」

「
学
校
は
楽
し
い
？
」

な
ど
と
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
次
に
あ
っ
た
と

き
に
は
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
祭
り
や
区
民
祭
な
ど
、
地
い

き
の
行
事
に
参
加
し
た
時
に
は
、
地
い
き

の
伝
統
や
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

去
年
の
秋
の
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風

の
時
に
は
、
南
房
総
市
に
大
き
な
被
害
が

あ
り
、
ぼ
く
の
家
で
も
停
電
と
断
水
が
二

週
間
以
上
続
い
た
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
が
ず
っ
と
仕
事
で
い
な
か
っ
た

の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
二
人
き
り
だ
っ

た
の
で
、
す
ご
く
不
安
で
し
た
。
そ
ん
な

と
き
に
、
近
所
の
人
た
ち
が
毎
日
の
よ
う

に
家
に
来
て
く
れ
て
、

「
大
丈
夫
？
」

「
食
べ
物
は
あ
る
？
」

と
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
か
い
ち
ゅ
う
電
灯
し
か
な
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
話
す
と
、
大
き
な
ラ
ン

タ
ン
を
貸
し
て
く
れ
て
と
て
も
安
心
し
ま

し
た
。

　

区
の
避
難
所
で
は
、
地
元
の
高
校
生
た

ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
け
い
た
い
の
充
電

を
行
な
っ
て
い
て
、
ぼ
く
が
避
難
所
に

行
っ
た
時
に
、
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

み
ん
な
自
分
の
家
も
大
変
な
の
に
人
の

心
配
が
で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

　

も
し
、
ぼ
く
が
同
じ
立
場
だ
っ
た
ら
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
ぁ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

な
ぜ
な
ら
ぼ
く
は
地
い
き
の
人
を
あ
ま

り
知
ら
ず
、
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
が
ん

ば
る
こ
と
が
と
て
も
む
ず
か
し
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
地
い
き
の
人
た
ち
全
員
が
友
達

だ
っ
た
と
し
た
ら
、
家
族
だ
っ
た
と
し
た

ら
で
き
る
と
思
う
し
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
い
き
の
人
た
ち
と
友
達
や
家
族
の
よ

う
に
な
る
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
元
気
に
み
ん
な
に
あ
い

さ
つ
を
し
、
地
元
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
を
し
ま
す
。
そ
し
て
地
い
き
の
人
た
ち

と
友
達
や
家
族
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
ぼ
く
の「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
で
地
い
き
の
人
た
ち
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
明

る
い
地
い
き
に
し
て
い
き
ま
す
。

賞状を手にする佐久間成琉さん
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南
房
総
市
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
が
令

和
２
年
10
月
１
日（
木
）、
南
房
総
市
役
所
で

行
な
わ
れ
、
足
達
崇
さ
ん
・
智
子
さ
ん（
富
山

地
区
）、
生
稲
則
男
さ
ん
・
奨
太
さ
ん（
富
浦

地
区
）の
２
家
族
が
県
と
市
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
家
族
経
営
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

家
族
で
営
む
農
業
は
労
働
時
間
や
役
割
分

担
の「
線
引
き
」が
あ
い
ま
い
に
な
り
や
す
く
、

親
子
や
夫
婦
な
ど
家
族
が
協
定
を
結
ぶ
こ
と

で
、
家
族
構
成
員
の
経
営
へ
の
参
画
、
経
営

意
欲
の
向
上
、
経
営
内
で
の
立
場
の
明
確
化

を
図
り
ま
す
。

　

協
定
書
で
は
、
農
業
経
営
の
方
針
、
役
割

分
担
、
収
益
の
配
分
、
家
族
み
ん
な
が
働
き

や
す
い
就
業
環
境
な
ど
を
文
書
化
し
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
平
成
７
年
か
ら
始
ま

り
、
40
経
営
体
の
協
定
締
結
と
な
り
ま
す
。

協
定
書
に
署
名
、
押
印
し
た
家
族
は「
農
業
に

は
時
間
に
ル
ー
ズ
な
面
も
あ
る
が
協
力
し
て

喜
ば
れ
る
野
菜
を
作
り
た
い
」「
２
人
で
協
力

し
耕
作
放
棄
地
解
消
に
努
め
た
い
」な
ど
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

安
房
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
令
和
２

年
12
月
２
日（
水
）鋸
南
町
中
央
公
民
館
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
安
房
郡
市
内
の
農
林
業
に

関
し
功
労
の
あ
っ
た
農
業
者
を
表
彰
す
る
も

の
で
安
房
農
業
賞
に
小
川
貞
夫
さ
ん
、
安
房

農
業
奨
励
賞
に
穂
積
優
子
さ
ん
、
石
井
俊
輔

さ
ん（
富
浦
地
区
）、
池
田
美
香
さ
ん（
和
田

地
区
）の
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
を
担
う
農
業
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

地
域
を
担
う
農
業
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

魅
力
的
な
農
業
経
営
に

家
族
経
営
協
定
調
印
式

安
房
農
業
賞
お
よ
び

安
房
農
業
奨
励
賞
授
賞
式 生稲さん家族（左）と足達さん家族（右）

　

式
典
の
後
、
受
賞
者
は
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
市
長
は「
昨
年
の
台
風
15
号

の
被
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
な
ど
苦

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
の
第
一

人
者
と
し
て
努
力
し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
け
ん
引
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
も
引
き
続
き
応
援
し
て
い
き
ま

す
。」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

安
房
農
業
賞
は
、
農
林
業
技
術
の
創
造
、

改
良
、
導
入
な
ど
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上

に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
人
、
安
房
農
業
奨

励
賞
は
、
地
域
農
林
業
の
振
興
・
農
業
技
術

な
ど
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
人
を
安
房
農

林
業
振
興
協
議
会
が
表
彰
す
る
制
度
で
す
。

写真左から、池田さん、小川さん、石井市長、
穂積さん、石井さん

　

第
44
回
千
葉
県
農
業
士
・
指
導
農
業
士
認

証
状
の
授
与
が
１
月
15
日（
金
）安
房
農
業
事

務
所
で
行
な
わ
れ
、
指
導
農
業
士
と
し
て
軽

込
晃
さ
ん（
三
芳
地
区
）が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

軽
込
さ
ん
は
、
植
物
性
堆
肥
を
主
体
と
し

た
土
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
ト
マ
ト
な
ど
で
収
益
性
の
高
い
先
駆
的
な

農
業
経
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

施
設
園
芸
農
家
と
し
て
、
ま
た
担
い
手
を
育

成
す
る
指
導
者
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
指
導
農
業
士
は
、
農
業
後
継
者
の
養

成
を
目
的
に
県
知
事
が
認
証
す
る
も
の
で
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
・
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

農
業
担
い
手
の
育
成
へ

農
業
士
・
指
導
農
業
士
認
証

写真左から、石井市長、軽込さん、
山田安房農業事務所長
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　新年を迎えてから一か月ほど経ちましたが、皆さま、楽しく過ごせましたか？シンガポールでは忙しい日々が始まり
つつあるなか、西暦の二月十二日に始まる旧歴のお正月を準備する人もいます。シンガポールには、何世代か前に中国から
移住して来た人の子孫が多くいて、先祖の習慣や伝統は今も続いています。
　旧暦の新年には、一年中忙しくてあまり会えない親戚や家族と集まり晩ご飯を食べます。子供は大人にお祝いの言葉を
言ってマンダリンオレンジ二個をあげます。そのお返しに大人はお祝いの言葉と「紅包（ホンバオ）」というお年玉を子供にあ
げます。もちろん、新年にしか食べられないお菓子も色々食べます。
　他に、獅子舞や龍舞はもちろん、「リバーホンパオ」という大規模な祭りや「チンゲー」というパレー
ドも毎年行います。１９８７年に日本から歌手の村田絵里さんとバックダンサーとして活躍してい
たスクールメイツに参加してもらって、なぜかパレードの一部として、御神輿まで運ばれました。
　今年は大人数の集まりを避けるために、例年のように道でパレードするのではなく、インター
ネット上で色々なアクティビティを開催するので、自宅でも楽しめます。

　 It has been around a month since the New Year. Have you been well? While we are getting into gear, 
there are also some who are preparing for the Lunar New Year on 12 February. In Singapore, there are many 
descendants of Chinese who migrated to Singapore generations ago. Even now, they continue to practice 
some of their ancestors’ customs and traditions.
  Using the Lunar New Year as an opportunity, people gather to have dinner with family and relatives 
whom they are usually too busy to meet. Children will give adults their New Year wishes and two mandarin 
oranges, and in return, the adults will give the children their New Year wishes and a red packet （similar to an 
otoshidama）. Of course, they also snack on a variety of snacks only available during the Lunar New Year.
  Also, other than lion dances and dragon dances, a large-scale festival “River Hong Bao” and a parade “Chingay” 
occurs every year. In 1987, Eri Murata and the Schoolmates from Japan participated in the parade. For some 
reason, a mikoshi was also carried as part of the parade.
  This year, to avoid crowds, the parade will not be carried out on the roads as per previous years. Instead, 
people can participate in various activities online and enjoy the festivities at home.

南房総市国際交流員
文・訳　チー・エンジャ

新年があけると

Following the New Year

２チーさな島国より…チーさな島国より…

　

む
か
し
平
郡
村
の
あ
る
名
主
が
、
頭
髪
が
左
右
か
ら
耳
の
あ
た
り
ま

で
禿
げ
て
き
た
の
で
、
特
別
に
利
く
と
い
う
毛
生
え
薬
を
、
わ
ざ
わ
ざ

江
戸
か
ら
買
っ
て
き
て
、
棚
の
上
の
薬
箱
に
入
れ
て
置
き
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
名
主
が
、
毛
生
え
薬
を
塗
っ
て

み
よ
う
と
考
え
、
小
間
使
い
の
女
に「
薬
箱
の
毛
生
え
薬
を
、
水
に
溶
か

し
持
っ
て
き
て
く
れ
。
高
価
な
薬
だ
か
ら
溢こ

ぼ

す
な
よ
。」と
、
言
い
つ
け

ま
し
た
。

　

勝
手
知
っ
た
る
小
間
使
い
は
、
薬
箱
か
ら
毛
生
え
薬
を
出
す
と
、
言

わ
れ
た
通
り
水
で
溶
か
し
大
皿
に
入
れ
、
静し

ず
し
ず
々と
名
主
に
向
か
っ
て
歩

い
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
座
敷
が
縁
側
よ
り
一
段
高
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
こ

に
つ
ま
づ
き
、
運
ん
で
き
た
毛
生
え
薬
を
全
部
自
分
が
あ
び
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　

小
間
使
い
が
、
高
価
な
薬
を
溢
し
て

申
し
訳
な
い
と
言
い
な
が
ら
泣
き
出
す

と
、
名
主
が「
な
ん
だ
毛
生
え
薬
を
溢
し

た
の
か
、
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
が
、
そ
の

毛
生
え
薬
を
お
前
が
あ
び
た
の
は
大
変

だ
。」と
言
っ
て
女
房
を
呼
び
、
嫌
が
る

小
間
使
い
を
裸
に
す
る
と
、
薬
が
か
か
っ

た
ば
か
り
な
の
に
、
も
う
体
中
に
真
黒

な
毛
が
生
え
て
い
ま
し
た
。　

「毛生え薬の効能」

第 177 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ
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今月の掲示板今月の掲示板今月の掲示板今月の掲示板

有料広告有料広告

　総務省では、統計の重要性に対する国民の関心と
理解を深め、統計調査へより一層の協力をいただけ
るようにと定めた「統計の日」を中心に広報を行って
おります。その一環として、各種広報に活用する標
語を募集します。
募集部門／小学生の部、中学生の部、高校生の部、
一般の部、統計調査員の部、公務員の部
応募方法／所定の応募用紙で、１人５作品まで応募
できます。作品は自作で未発表のものに限ります。
提出方法／企画財政課で取りまとめて提出しますの
で、３月17日（水）までにメール、ファクスまたは郵送
でお送りください。
提出先／ 　tokei@city.minamibso.lg.jp
　　　　 　２０－４５９８
　　　　〒299-2492　南房総市富浦町青木28　
　　　　南房総市企画財政課　統計担当
その他／入選は部門ごとに佳作１作品程度、そのう
ち、特に優秀な作品として
特選１作品を決定します。
発表は６月を予定していま
す。入選者には表彰状およ
び副賞を授与します。入選
作品の著作権は、総務省
に帰属します。
　企画財政課

　�　☎３３－１００１

　里親制度を一般の方に広く知っていただくため、
また、里親委託の推進を目的として里親制度説明
会を開催します。里親になりたい方、里親について
ちょっと知ってみたいと思っている方、お気軽にご
参加ください。
　なお、新型コロナウイルスの感染拡大状況により
変更が生じる場合がありますので、必ず事前予約を
お願いします。
と　き／３月６日（土）�13：00～15：00
ところ／子ども家庭支援センター「オレンジ」
　　　　（南房総市安馬谷２０４３）

　 　�子ども家庭サポートセンターちば
　　　　（オレンジの会）
　　��　☎２８－４２８８

統
計

１人５作品まで、３月17日締切
「統計の日（10月18日）」の標語を募集

福
祉

里親になりたい・ちょっと知ってみたい方
里親制度説明会を開催します

　市には、法務大臣が委嘱し
た１７名の人権擁護委員がいま
す。１月１日付けで新たに１名
の人権擁護委員が委嘱されまし
た。（長年委員を務められた吉田
貞子委員が退任され、小池正志
委員が新たに委嘱されました。）
　人権擁護委員は、人権啓発
活動に従事し、人権相談、市内小中学生を対象とし
た人権教室などを行っています。
　人権相談では、家庭内の暴力、いじめ、差別など、
幅広い相談を受け付けています。秘密は守られますの
で、お気軽にご相談ください。（相談無料）
　市民課　☎３３－１０５１

人
権

気軽に人権についてご相談ください
新たに１名の人権擁護委員を委嘱

小池正志委員
（千倉地区）
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有料広告

　日本脳炎予防接種後に副反応が出た事例があったことをきっかけに、平成１７年から平成２１年
まで、日本脳炎予防接種の積極的な案内を行いませんでした。その後、新たなワクチンが開発され、
現在は日本脳炎の予防接種が受けられるようになっています。

〈特例対象者１〉 平成７年４月２日生まれから平成１９年４月１日生まれで２０歳未満の人
　今年度１８歳になる人に２期の案内通知をしていますが、１期が終了していない人や、１期接種の
終了後、おおむね５年の間隔があいている人で２期の接種を希望する人は保健予防室へ連絡してくだ
さい。予診票を送付します。

〈特例対象者２〉 平成１９年４月２日生まれから平成２１年１０月１日生まれの人
　８歳11か月に２期の案内通知をしています。２期の対象年齢の期間中（９歳以上１３歳未満）に未
接種分（１期）を公費で接種することができます。
　１期が終了していない人は、通知が届いた後（９歳の誕生月以降）に１期の予診票を送付しますので、
保健予防室へ連絡してください。

　麻しん風しん混合予防接種（２期）の対象者は平成26年４月２日生まれから平成27年４月１日生まれ
の人になります。二種混合予防接種の対象者は平成20年４月２日生まれから平成21年４月１日生まれ
の人になります。
　まだ接種していない人は、令和３年３月３１日までに接種しましょう。

予防接種の大切なお知らせ 　健康支援課保健予防室
　���☎３６－１１５４

住まいの無料相談
住まいの耐震性、新築やリフォームなど住宅全
般の相談。予約受付は開催日の２日前まで。事
前予約がない場合は開催を中止します。
と　き／３月11日（木）�13：00～ 16：00
ところ／三芳農村環境改善センター

　 　建設課　☎３３－１１０１

要予約

①日本脳炎予防接種の「特例対象者」について

②麻しん風しん混合（２期）または二種混合（ジフテリア・破傷風）を受けていない人へ

予
算

新型コロナウイルス感染症対策
令和２年度一般会計補正予算が可決

コ
ロ
ナ

新型コロナウイルス感染症予防
発熱時の相談はまずかかりつけ医に

　一般会計補正予算（第11号）が１月の市議会臨時会
で可決され、一般会計予算総額は、309億5,708万2千
円となりました。内容は、以下のとおりです。
一般会計補正予算　第11号
　歳入と歳出にそれぞれ1,931
万9千円を追加しました。新型
コロナウイルスのワクチン接種
に要する経費を計上しました。
　企画財政課　

� ☎３３－１００１

　かかりつけの医療機関で受診や検査などの相談に
応じます。発熱等の症状がある場合は、まずはかか
りつけ医などの身近な医療機関に電話で相談し、そ
の指示に従い受診してくだ
さい。
　かかりつけ医がいない場合
などは千葉県発熱相談コール
センターで相談に応じます。
　千葉県コールセンター(全日24時間受付)

� ☎０３－６７４７－８４１４
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広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963教育委員会生涯学習課 ☎46－2963
○○5454

シリーズシリーズ

　
・常時公開。
・トイレあり／駐車場あり

公
開

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

県指定有形文化財（工芸品）県指定有形文化財（工芸品）

出土地／千
ちくらちょうおおぬき

倉町大貫１０５７（千倉地区）
所有者／小松寺

梵　鐘�（応安七年在銘）
ぼんしょう

鐘の音はどのような響きだったか
　小松寺の鐘

しょうろう

楼に吊るされている梵鐘は、総高122.7cm、口径
69.1cmです。３段組で鋳

ちゅうぞう

造されていて、乳
にゅう

は５段５列となって
おり、上帯に優美な飛

ひうんもん

雲文、下帯に唐
からくさもん

草文が施されています。
池の間と呼ばれる区画の４区にわたって、長い銘文が刻まれて
います。第１区は「房州朝平南郡巨松寺鐘銘」で始まる長い願
文で、応安７年（1374）に鋳造されたこと、当時の小松寺の住
職（別当）が「越後僧都經秀」で、浄財を集める勧

かんじんそう

進僧が「沙
門大進権律師貞憲」であったこと、千代若丸のために「高階家吉」
と「正氏」が大

だいだんな

檀那となって寄進したこと、この梵鐘を鋳造し
た鋳

い も の し

物師は「大工山城守宗光」であったことが刻まれています。
　銘文には「巨松寺」と刻まれているので、小松寺は当時そのように表記されていたことがわかり、これは小
松寺の旧名称で、巨松山医王院檀特寺から檀特山小松寺に改められたとされていることと一致します。
　梵鐘を吊るしている鐘楼は、明治21年（1888）に地元の寄進で建立されたものです。経年により建物の傾
きがみられるため現在保存修理事業を行っています。

おうあんななねんざいめい

梵鐘


